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映画研究において、日本映画といった括りを前提にする「ナショナル・シネマ」という概念、あるいは
枠組み自体が批判的に再検討されるようになって久しい。1980年代後半以降に、英国のアンド
リュー・ヒグソンやオーストラリアのステファン・クロフツらによって、映画における「ナショナルなもの」
が問題とされるようになった。日本映画についても1990年代中頃には、これまで日本映画がナショナ
ル・シネマとして研究される際に陥りがちであった文化本質主義の問題に加え、ジェンダーの視点の
不十分さが指摘され、これらを克服するための新たな理論と方法の模索が必要となってきている。

議論されている「ナショナル・シネマ」という概念は、単に一国で製作され、その国の文化や国民性
を反映していることを自明とするのではなく、むしろ映画を通して構築されるものとして研究の対象と
する。このような観点を踏まえ、今後の研究においては、「ナショナル・シネマ」の形成についてジェン
ダーの視点を取り入れながら国際比較により明らかにしていく。日本と世界の映画を比較検証する
ことによって研究のさらなる発展をめざしたい。

研究概要

産学連携の可能性（アピールポイント）

令和2年4月より、米国ジョンズホプキンス大学のBernadette Wegenstein教授、Lauren Mushro氏が
率いるプロジェクト型の共同研究に携わった。本研究の一環として女性映像作家の河瀨直美氏、及
びキム・ソヨン氏にインタビュー取材を行った。連携実績として、一章を執筆した書籍『Radical 
Equality and Global Feminist Filmmaking－An Anthology』(編者Bernadette Wegenstein, Lauren 
Mushro) がVernon Pressより令和4年3月に刊行された。

担当章タイトル: Water Imagery and the Feminist Subversion of Womanhood in Naomi 
Kawase's Still the Water (2014) and Soyoung Kim's Sound of Nomad: Koryo Arirang (2016) 

外部との連携実績等
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